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　■問１
　①県民向け県内宿泊応援事業。
　県民を対象に、宿泊旅行商品を割引。
　【実施期間】令和２年６月８日（月）宿泊分～８月
日（月）チェックアウト分まで（国の「Ｇｏ　Ｔｏ
トラベル事業」の開始発表を踏まえ、６月日（土）
以降の予約受け付け分からは、７月日（金）チェッ
クアウト分までに変更）。
　【旅行商品割引額（１人１泊当たり）】３万円以上
：１万円割引、２万円以上：１万円割引、１万円
以上：円割引。※６月日（土）以降の予約受け
付け分からは、１万円割引を終了。
　②「Ｇｏ　Ｔｏいしかわ」特産品プレゼントキャン
ペーンについて。
　国が実施する「Ｇｏ　Ｔｏトラベル事業」を利用し
て石川県に宿泊された方に、毎月抽選で本県の特産品
をプレゼント。
　【実施期間】令和２年９月１日宿泊分～令和３年３
月日チェックアウト分まで。※「Ｇｏ　Ｔｏトラベ
ル事業」停止に伴い、月日から停止。
　■問２
　①県民向け県内宿泊応援事業。
　旅行代金総額：億万円（うち割引総額億
万円）。宿泊者数：万人泊。
　②「Ｇｏ　Ｔｏいしかわ」特産品プレゼントキャン
ペーンについて。
　応募者数：万組。宿泊実人数：万人。
　■問３
　①現在実施中のもの。
　●県民向け県内宿泊応援事業（第２弾）。※４月
日（水）以降の予約受け付け分は割引対象外。
　【実施期間】令和３年３月日（金）宿泊分～４月
日（水）チェックアウト分まで。
　（１）県民を対象に、県内旅行会社および宿泊施設
での予約申し込み時に旅行代金を割引（先着順）→旅
行代金１万円以上：円割引、円以上：円
割引、円以上：円割引。
　（２）抽選で本県の特産品をプレゼント。
　②今後実施予定。
　●「Ｇｏ　Ｔｏトラベル事業」再開中は、昨年度に
引き続き、「Ｇｏ　Ｔｏいしかわ」特産品プレゼント
キャンペーンを実施。
　●「Ｇｏ　Ｔｏトラベル事業」終了後は、反動減対
策として北陸３県の県民を対象とした県内宿泊応援キ
ャンペーンを実施するとともに、北陸３県以外には特
産品プレゼントキャンペーンを継続。
　■問４
　本県が誇る観光資源として重要な温泉地の存続に向
けた緊急支援（令和２年度）。
　【内容】コロナ禍で休館を余儀なくされた宿泊施設
が多々ある中、温泉地特有の課題として、源泉の供給
を止めると、配管等が温泉に含まれる成分で詰まり、
再開に多大な経費がかかることがあるため、市町と連
携して温泉組合等に対し、源泉の維持管理にかかる経
費等を支援。

　■問１
　○県内修学旅行に対する支援。
　令和２年６月１日から、県立学校および私立学校の
修学旅行等について、行き先を県内に変更して実施し
た場合に、旅行代金の一部（最大１万円／人、嶺
北・嶺南交流は３万円加算／クラス）を負担。
　○県内宿泊料金割引（ふくいｄｅお泊りキャンペー
ン）。
　令和２年７月１日～８月７日の期間、県民が適切な
感染症対策を講じた県内宿泊施設を利用した場合、宿
泊料金が最大半額になるキャンペーンを実施。
　○貸し切りバス利用の半額助成。
　令和２年７月１日から、県民が県内旅行で貸し切り
バスを使用する場合、７万円を上限にバス料金の
半額を助成。
　○Ｇｏ　Ｔｏトラベルに合わせた旅行需要喚起（ふ
くいｄｅお得キャンペーン）。
　Ｇｏ　Ｔｏトラベルに合わせ、月１日から地域共
通クーポンを利用した土産品購入を割引するととも
に、月１日から県民の県内旅行代金について地域共
通クーポン相当額を割引。
　○Ｇｏ　Ｔｏトラベル停止期間中の旅行需要喚起
（ふくいｄｅお得キャンペーン）。
　Ｇｏ　Ｔｏトラベル停止期間中、県民の県内旅行代
金について最大％（上限１万円）を割り引くととも
に、福井県の土産品セットを抽選でプレゼントするキ
ャンペーンを実施。
　○冬観光の推進（県民限定スキー・スケート割引）。
　令和３年１月４日～３月日の期間、新型コロナウ
イルス感染症対策を行っている県内スキー場のリフト
料金、スケート場の利用料金が、平日県民に限り半額
になるキャンペーンを実施。
　■問２
　○県内修学旅行に対する支援。
　旅行実施校のうち校が県内旅行。
　○県内宿泊料金割引（ふくいｄｅお泊りキャンペー
ン）。
　割引利用：約６万人。
　○貸し切りバス利用の半額助成。
　助成台数：約台、助成額：約万円。
　○Ｇｏ　Ｔｏトラベルに合わせた旅行需要喚起（ふ
くいｄｅお得キャンペーン）。
　土産品割引販売：約．万セット、宿泊割引利用：
約．万人。
　○Ｇｏ　Ｔｏトラベル停止期間中の旅行需要喚起
（ふくいｄｅお得キャンペーン）。
　宿泊割引利用：約．万人、土産品プレゼント：約
セット。
　○冬観光の推進（県民限定スキー・スケート割引）。
　割引利用：約．万人。
　■問３

　○Ｇｏ　Ｔｏトラベル停止期間中の旅行需要喚起
（ふくいｄｅお得キャンペーン）。
　令和３年４月１日から、Ｇｏ　Ｔｏトラベル停止期
間中、県民の県内旅行代金（宿泊・日帰り）について、
最大％（上限円）を割引。割引適用者に対して、
４月中は福井県の土産品セットを抽選でプレゼントす
るキャンペーンを実施、５月からは土産品店、観光施
設、交通機関等で利用可能なクーポン券円分をプ
レゼント。
　○県内教育旅行に対する支援。
　令和３年４月１日から、県内小中高生の修学旅行や
校外学習等について、旅行代金（宿泊・日帰り）を最
大％（上限円）割引。
　○貸し切りバス利用の半額助成。
　令和３年４月１日から、北陸３県民が北陸地区内で
貸し切りバスを使用する場合、７万円を上限にバ
ス料金の半額を助成。
　■問４
　○観光事業者向けオンライン研修。
　令和２年５月１日から、休業等をしている宿泊・飲
食・旅行業等の従業員を対象に、ｅラーニングを活用
した事業所等における人材育成を支援（５～６月の受
講者：約人）。
　○宿泊事業者の「新しい生活様式」準備推進。
　令和２年６月、業界団体が策定した感染対策ガイド
ラインに基づく対策を行った県内宿泊施設をホームペ
ージふくいドットコムに掲載し、旅行者が安心して宿
泊できる体制を整備。
　○宿泊事業者等の感染症対策費用助成。
　令和２年７月日（福井県感染拡大注意報発令日）
以降に実施した飛沫感染対策や換気対策、消毒・衛生
管理等に係る費用を助成（助成上限：万円／事業所、
助成率：／）。

　■問１
　昨年度は宿泊施設でチェックイン時に周遊クーポン
の提供を行うことを基本とする宿泊キャンペーン「今
こそ滋賀を旅しよう！」を２度実施。第１弾と第２弾
で若干、支援の方法を変更して実施している。
　宿泊キャンペーン「今こそ滋賀を旅しよう！第１弾」
は、県内宿泊施設が用意する特定プラン（７月日～
月６日の宿泊）で宿泊した際に、１人１泊当たり
円分の周遊クーポンをオリジナルガイドブックとと
もに提供したもので、７月日から販売を開始したも
の。さらに、同一宿泊施設で２泊以上の場合は、ＥＣ
サイト「滋賀の名品」でお土産品購入に使えるシリア
ルナンバー記載のＥＣチケット（円分）を１予約
当たり１枚提供していたもの（先着予約分）。
　宿泊キャンペーン「今こそ滋賀を旅しよう！第２弾」
は、県内宿泊施設が用意する特定プラン（月日～
３月日の宿泊）で宿泊した際に、１人１泊当たり
円分の周遊クーポンを提供するとともに、平日（土
曜日、祝前日を除く）の宿泊に対して円の宿泊補
助を実施したもの。
　■問２
　宿泊キャンペーン「今こそ滋賀を旅しよう！第１弾」
は、５万人泊を販売。うち県民と想定される割合
は約％。
　宿泊キャンペーン「今こそ滋賀を旅しよう！第２弾」
は、総量管理のためコンビニで利用券を販売していた
もので、コンビニ券は全体で５万枚を販売。うち
県内コンビニでの利用券の販売が約％。
　■問３
　昨年度実施した宿泊キャンペーン「今こそ滋賀を旅
しよう！第２弾」の事業スキームを利用しながら、宿
泊補助の条件やクーポン提供の条件を変更して実施し
ています。
　●宿泊対象期間　４月日（金）宿泊～５月日
（月）の宿泊まで。※コンビニ券の販売開始、予約受
付開始は４月日（水）時。
　●宿泊施設　施設以上。
　●周遊施設　カ所以上。
　●本人確認　チェックイン時に免許証等により滋賀
県民（住所確認）を実施。
　●コンビニ券　コンビニ券を円で販売。
　●宿泊補助とクーポン提供の仕組み　宿泊プラン代
金１万円以上、コンビニ券（事前に購入）円、宿
泊補助（割引額）円、しが周遊クーポン円。
宿泊プラン代金円～円、コンビニ券（事前に
購入）円、宿泊補助（割引額）円、しが周遊
クーポン円。周遊プラン代金円～円、コ
ンビニ券（事前に購入）円、宿泊補助（割引額）
円、しが周遊クーポン配布なし。
　■問４
　今年度、本県の観光施策は、「新しい時代にあった
観光振興」と「観光事業者の支援継続」の両輪で進め
ることとしており、上記の「今こそ滋賀を旅しよう！」
だけではなく、観光事業者への支援策として、「物産
販売・販路拡大支援事業」「教育旅行誘致事業」「安
全安心なバスツアー補助事業」を準備しています。

　■問１
　関西２府４県（京都府、滋賀県、大阪府、兵庫県、
奈良県および和歌山県）に在住の方が、年７月に、
京都府（京都市を除く）内の宿泊施設で１人１泊
円（税抜き）以上の宿泊をした場合、１人１泊につき
円相当の特典（宿泊料金の値引きや地域特産品、
飲食・体験クーポンなど）を付与（京都のお宿で魅力
再発見キャンペーン）。
　■問２
　参加宿泊施設数施設、延べ利用者数約３万
人。
　■問３
　行う予定はある（観光事業者等緊急応援事業）。
　①府内観光の旅行商品を造成した府内の中小旅行事
業者に対し、安心・安全対策や広報等に係る経費を支
援する事業と、②平日に府内の宿泊施設に宿泊する方
を対象に、抽選で府内の土産物店や飲食店等で利用可

能な円のクーポン券を発行する事業を実施する予
定。
　なお、これらの事業は、年月府議会で可決し、
年１月から事業を開始する予定であったが、同年
１月に京都府を対象として緊急事態宣言が発出された
ため、予算を繰り越し、年度に実施することとし
たもの。
　■問４
　新型コロナウイルス感染拡大によって深刻な打撃を
受ける観光産業、伝統産業、食産業がコロナ禍での難
局を乗り越えるため、複数の企業が連携して行う工夫
を凝らした取り組みに要する経費を補助している
（「観光・伝統・食関連」産業連携事業緊急支援事業
〈５億円〉）。

　■問１
　「いまなら。キャンペーン」。
　①実施期間は令和２年８月日から令和３年２月
日（予約期間は１月日まで）。
　②利用対象者は奈良県民。
　③割引対象は、県内の宿泊施設利用した宿泊や日帰
り観光プラン。
　④割引金額については５種類の割引をプラン価格帯
ごとに設定（最大で．％の割引）。
　⑤利用方法【第１期】①コンビニエンスストアにて
購入した割引クーポンを利用する方法②インターネッ
トサイトから申し込む方法。【第２期】①応募・抽選
による割引クーポンで申し込む方法②旅行会社へ申し
込む方法③インターネットサイトから申し込む方法。
　■問２
　利用者数は約９万人。
　■問３
　令和３年度実施予定あり。詳細内容については現在
検討中。
　■問４
　観光関連施設等での新型コロナウイルス感染症対策
やワーケーションの推進等に対し助成を行う予定。詳
細内容については現在検討中。

　■問１
　県民による県内周遊促進施策として、「わかやまリ
フレッシュプラン」を実施。
　１概要　県民を対象とした宿泊プラン等を造成・販
売する県内の事業者に対し、このプラン費用の／以
内を支援することにより、県民による宿泊施設や観光
施設などの利用を促進。
　２支援内容　額面円の電子チケットを半額
円で販売。１人１泊当たりチケット４枚まで（日帰り
も含む）。
　３支援条件　（１）県内の宿泊事業者および旅行代
理店が販売するプラン。（２）県民を対象とした価格
が円以上のプラン。（３）プランの販売期間：７
月８日～９月日、利用期間：７月日～９月日チ
ェックイン分まで。
　■問２
　利用者：約万人。電子チケット利用枚数：約万
枚。経済効果：少なくとも約億円。
　■問３
　新型コロナの感染状況を見極めた上で適切な時期か
ら、昨年実施した「わかやまリフレッシュプラン」に
クーポンを付与する「わかやまリフレッシュプラン２
ｎｄ」を実施する予定。
　■問４
　飲食・宿泊・旅行業給付金。
　第３波の影響で大打撃を受けた飲食・宿泊・旅行業
者に対し、一定の条件で、従業員規模に応じて定額給
付。
　申請期間：令和３年３月日から５月日まで。
　条件：〈対象者〉次のいずれの要件も満たす事業者。
（１）中小企業基本法に規定する中小企業者（個人事
業主含む）。（２）県内で営業に必要な許可等（※１）
を受け、営業の実態のある事業者。（３）令和３年１
月または２月の対象店舗等の売上高合計（※２）が前
年同月に比して％以上減少、かつ令和２年１月およ
び２月の売上高合計が万円以上の事業者（※３）。
　（※１）食品衛生法に基づく営業許可（飲食店営業ま
たは喫茶店営業〈販売機除く〉に限る）。旅館業法に
基づく営業許可、住宅宿泊事業法に基づく届出。旅行
業法に基づく登録。
　（※２）対象業種かつ県内店舗等のみの合計売上高。
　（※３）令和２年１月２日～月日の間に創業また
は新たな店舗を設けた場合も対象。
　〈給付額〉対象店舗等で常時使用する従業員数（※
４）に応じて次の額を給付。
　従業員数０人～５人、給付額万円。
　従業員数６人～人、給付額万円。
　従業員数人～人、給付額万円。
　従業員数人～、給付額万円。
　（※４）対象外業種や県外店舗等の従業員は含みませ
ん。

　■問１
　「大阪の人・関西の人」いらっしゃい！キャンペー
ンを実施。
　【事業目的】新型コロナウイルス感染症の拡大に伴
うインバウンドの激減等により、厳しい経営状況が続
く府内観光事業者（宿泊事業者など）を支援するため、
国におけるＧｏ　Ｔｏキャンペーンに先駆け、関西２
府４県から府内全域への誘客を促進。
　【実施概要】①事業主体：大阪府・大阪市・大阪観
光局。②実施期間：６月日～１月日まで。③対象
者：関西２府４県からの旅行者を対象。④対象価格：
税抜き円以上のプランが対象。⑤ポイント還元額

：円。
　■問２
　【キャンペーン効果】キャンペーン利用者数：万
人泊。経済効果：約億円。
　■問３
　【事業名】おおさか観光消費喚起事業。
　【事業目的】観光関連事業者を支援するため、府内
での宿泊を伴うプラン（誘客事業）や、府内の旅行業
者が造成するバス・観光タクシー等を使ったプラン
（送客事業）の利用者に活用できる特典を付与し、観
光への需要喚起を図るとともに、府内における観光消
費を促進する。キャンペーンの内容については、現在
精査中。
　■問４
　―

　■問１
　Ｗｅｌｃｏｍｅ　ｔｏ　Ｈｙｏｇｏキャンペーンに
おいて、各種事業を実施。
　（参考資料）６月日記者発表：「Ｗｅｌｃｏｍｅ
　ｔｏ　Ｈｙｏｇｏキャンペーン」のスタート。
　１　ひょうごの旅の魅力発信。
　２　〝ひょうごのお得旅〟キャンペーン。
　３　ひょうご五国のバス旅支援。
　４　コンベンションの開催支援。
　５　その他。
　７月日記者発表：～Ｗｅｌｃｏｍｅ　ｔｏ　Ｈｙ
ｏｇｏ　キャンペーン～「ひょうご安心旅」プロモー
ション等の開始。
　１　「ひょうご安心旅」プロモーション開始。
　２　兵庫の旅の思い出に「おみやげ購入券」配布開
始。
　３　「ひょうごで泊まろうおトク割引」予約受付中。
　月日記者発表：Ｗｅｌｃｏｍｅ　ｔｏ　Ｈｙｏ
ｇｏ秋冬キャンペーンの展開。
　１　兵庫五国の名湯に泊まろうキャンペーン第２
弾。
　２　スキー場周辺地域における宿泊割引の実施。
　３　京阪神を中心としたメディアミックスプロモー
ションの展開。
　■問２
　ひょうごで泊まろうおトク割引は、．万人泊分が
月末までに利用あり。Ｇｏ　Ｔｏトラベルとの相乗
効果もあり、５月に前年同月比％まで落ち込んだ県
内宿泊者数は９月には％まで回復。また、おみやげ
購入券（第１弾）の利用者アンケートによると、各温
泉地のお土産店や飲食店での消費額を約２倍に押し上
げた。
　■問３
　観光関連産業の回復を断続的に下支えするため、観
光庁の地域観光支援を活用し、宿泊施設の感染防止対
策等への支援を実施するとともに、今後の感染状況を
見極めながら、県内旅行の宿泊代金割引やクーポン券
の配布、また、Ｇｏ　Ｔｏトラベル終了後の需要回復
支援策についても予算計上（詳細は問４参考資料）。
　■問４
　各種事業を実施。
　（参考資料）令和３年度予算記者発表（観光局抜粋）。
　〈兵庫のエリアブランド力を高める観光モデルの創
出〉。
　①（拡）兵庫五国の観光協会と連携した体験・周遊
滞在型ツアー造成事業の実施。
　②（新）誘客・周遊の中核となる観光地独自の魅力
づくりの支援。
　③（新）ふるさと文化の観光資源活用応援プロジェ
クト。
　④あいたい兵庫プロモーションの実施。
　⑤（新）観光コンテンツを販促する外部専門人材の
登用。
　〈「陸海空交通」と連携した国内誘客の強化〉。
　①（新）鉄道事業者と連携した観光キャンペーンの
展開。
　②（新）「瀬戸内・ひょうご安心クルーズ」発信事
業の実施。
　③（新）ローカルエアーで結ぶ地方観光のネットワ
ーク化事業の実施。
　④（新）航空事業者と連携した地域課題解決型ツア
ーの創生促進事業。
　〈インバウンド再開を見据えた受入環境強化〉。
　①（新）インバウンド向けツーリズムの創出。
　②（新）インバウンド向け情報発信力の強化。
　〈地域の観光産業を担う人材の養成強化〉。
　①（新）大学生など次世代を担う中核観光人材養成
事業の実施。
　②（新）地域の魅力に精通した観光ガイド強化・育
成事業の実施。
　③観光人材確保・育成の強化。
　④（新）観光業の再生・活性化に向けた産学官連携
事業の実施。
　〈県産品を活かした兵庫の魅力発信〉。
　①兵庫わくわく館を活用した兵庫の魅力発信。
　②「五つ星ひょうご」プロモーション事業の実施。
　〈Ｗｅｌｃｏｍｅ　ｔｏ　Ｈｙｏｇｏキャンペーン〉
　①（新）宿泊割引支援事業の実施。
　②（新）「兵庫五国の名湯に泊まろうキャンペーン」
の実施。
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　観光経済新聞社はこのほど、全国都道府県を
対象に、コロナ下の観光事業者に対する支援策に
ついて緊急のアンケート調査を行った。回答を先
週号に続き紹介する。
　【調査方法】
　全国都道府県の観光担当部署に４月中旬、依
頼文書と回答用紙をｅメールで送付。５月中旬ま
でにｅメールまたはファクスで回答を求めた。
　【質問項目】
　■問１
　貴自治体で年度に「県民割」など、独自の
観光事業者支援キャンペーンを行いましたか。行
った場合は、その内容をお教えください。
　■問２
　独自のキャンペーンについて、成果（利用者数、
宿泊者数、経済効果など）をお教えください。
　■問３
　年度に「県民割」など、独自の観光事業者
支援キャンペーンをすでに行っていたり、今後行
う予定はありますか。ある場合は、その内容をお
教えください。
　■問４
　キャンペーン以外の観光事業者への支援策があ
ればお教えください。

　■問１
　①地元で泊まろう！県民割引キャンペーン。
　県民限定で、県内の対象宿泊施設において割引料金
で宿泊ができるもの。
　割引対象期間：第１弾：令和２年６月日（木）～
９月日（水）。第２弾：令和３年２月日（水）～
３月日（水）。
　割引内容：（第１弾）円割引（１万円以上の宿
泊プラン）、１万円割引（２万円以上の宿泊プラン）、
１万円割引（３万円以上の宿泊プラン）。※第１
弾第１期～６期まで。
　（第２弾）円割引（円以上の宿泊プラン）、
円割引（円以上の宿泊プラン）、円割引
（１万円以上の宿泊プラン）。
　事前にキャンペーンに申し込んだ方の中から抽選で
当選者を決定。
　当選者数合計６万人（第１弾：４万人、第
２弾：２万人）。
　②地元で遊ぼう！ドコイコ？とやま旅県民割引キャ
ンペーン。
　県民限定で、県内の着地型旅行商品を半額（割引上
限円）で販売するもの。
　利用期間：令和２年７月１日（水）～令和３年２月
日（日）。
　■問２
　①地元で泊まろう！県民割引キャンペーン（第１弾）
※第２弾は集計中。
　利用者数：２万人。割引額合計：２億万円。
　②地元で遊ぼう！ドコイコ？とやま旅県民割引キャ
ンペーン。
　利用者数：１万人。割引額合計：万円。
　■問３
　【既実施】
　①：問１①の第３弾を実施。対象割引期間：令和３
年４月３日（土）～日（土）。割引内容：第２弾と
同じ。
　②：地元で遊ぼう！春の遊覧船県民割引キャンペー
ン。県内の遊覧船に割引価格（３割引）で乗船できる
もの。利用期間：令和３年４月２日（金）～５月日
（月）。
　【実施予定】
　１　（宿泊割引）地元で泊まろう！県内割引キャン
ペーン。
　実施内容：プレミアム宿泊券の販売、旅行会社での
割引販売。プレミアム宿泊券（円）を半額で販売。
（購入枚数制限なし、１人１泊５枚〈１万円分〉まで
使用可能）。旅行会社で宿泊プランを半額で販売（割
引上限円）。
　対象期間：５月日～５月日まで。
　２　（日帰り旅行）地元で遊ぼう！県内日帰りツア
ーキャンペーン。
　実施内容：日帰り旅行を半額で販売（割引上限
円）。
　対象期間：５月１日～５月日まで。
　３　（おみやげクーポン券の配布）地元で使おう！
富山おみやげクーポン券キャンペーン。
　実施内容：上記キャンペーン対象者に、旅行中に使
用できる「おみやげクーポン券」（上限円分）を
配布。
　対象期間：５月日～５月日まで。
　配布条件：プレミアム宿泊券利用２枚（円）ご
とにクーポン１枚（円）。日帰り旅行代金（割引
前）円ごとにクーポン１枚（円）。
　利用期間：宿泊旅行の場合は、宿泊日およびその翌
日。日帰り旅行の場合は、旅行の当日。
　利用可能施設：事前に登録した店舗（土産物店、飲
食店、公共交通機関等）。
　※１～３について、今後の県内の感染状況等により、
実施内容を変更する場合がある。
　■問４
　アフターコロナを見据えた観光地域づくり支援事業
費補助金。
　アフターコロナを見据えた新たな旅行商品の開発や
感染防止策、デジタル技術の活用など観光事業者が行
う新たな観光ビジネスに対し支援するもの。（１社当
たり万円）。

　■問１
　○事業名（やまなしグリーン・ゾーン宿泊割り事業）。
　予算額（６億円）。
　事業内容：観光産業を支援するため、国の「Ｇｏ　
Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン」と連携し、やまな
しグリーン・ゾーン認証取得宿泊施設を対象とした、
本県の魅力ある観光資源を生かした付加価値の高い滞
在型旅行商品の販売を通じて誘客を促進する。
　令和２年８月日～令和２年月日（全国対象）。
宿泊事業者等に対し１人泊当たり最大円の支援。
　令和２年月日～令和３年３月日（県民限定）。
宿泊事業者等に対し１人泊当たり最大１万円の支援。
　■問２
　○事業名（やまなしグリーン・ゾーン宿泊割り事業）。
　全国対象の宿泊割引件数（Ｒ２．８．～Ｒ２．．
）：約２万人泊。
　県民限定の宿泊割引件数（Ｒ２．．～Ｒ３．３．
）：約１万人泊。
　■問３
　○事業名（県民限定やまなしグリーン・ゾーン宿泊
割り事業）※令和３年度４月補正。
　予算額（８億万円）。
　事業内容：感染拡大を防止しつつ、観光産業を支援
するため、県民による県内宿泊を促進する取り組みを
行う。
　やまなしグリーン・ゾーン認証取得宿泊施設が行う
宿泊割引を支援（１人泊当たり円上限）。
　宿泊者に対し、県内で使用可能なクーポン券を付与
（１人泊当たり円）。
　■問４
　○事業名（やまなしグリーン・ゾーン認証取得促進
支援事業）※令和２年度繰越事業。
　事業内容：やまなしグリーン・ゾーン構想のさらな
る推進を図るため、認証を取得する事業者の機器購入
等を支援する。
　（１）認証取得促進機器購入等補助金。
　対象事業者　認証未取得の中規模以下の事業者。
　対象機器　キャッシュレス決済の環境整備、認証基
準に適合するための機器整備等。
　補助率　／（１事業者当たり５万円以上万円
以下）。
　申請期限　令和３年６月日。
　（２）認証取得促進宿泊施設補助金。
　対象事業者　認証未取得の宿泊事業者。
　対象機器　キャッシュレス決済の環境整備、認証基
準に適合するための機器整備等。
　補助率　／（１事業者当たり万円以下）。
　申請期限　令和３年６月日。
　○事業名（やまなしグリーン・ゾーン認証施設変異
株対策強化事業費補助金）※令和３年度５月補正。
　事業内容：新型コロナウイルス変異株対策を強化す
るための新たな認証基準に対応した機器購入等を行う
事業者に対し助成する。
　対象施設　飲食提供スペースを有する認証施設。
　対象機器　パーティション、二酸化炭素濃度測定器、
ＨＥＰＡフィルタ搭載の空気清浄機、消毒液。
　補助率　／（１施設当たり万円上限）または
／（１施設当たり万円上限）のいずれかを選択。
　購入期限　令和３年７月日。
　申請期限　令和３年９月日。

　■問１
　「バイ・シズオカ～今こそ！しずおか！！元気旅！
！！」による観光促進。
　〈インターネット予約サイトを活用した宿泊助成〉。
県内宿泊施設への宿泊者を対象に／以内（最大
円／人）割引のクーポンを配布。
　①対象：静岡県民。予約サイト：じゃらん。クーポ
ン配布期間・宿泊対象期間　令和２年６月日（火）
～８月２日（日）。
　②対象：中央４県（静岡県、山梨県、長野県、新潟
県）県民。予約サイト：楽天トラベル、じゃらん。ク
ーポン配布期間・宿泊対象期間　令和２年７月日
（水）～８月日（月）。
　③対象：全国。予約サイト：楽天トラベル、じゃら
ん。クーポン配布期間・宿泊対象期間　楽天トラベル
：令和２年月６日（火）～月日（月）。じゃら
ん：令和２年月８日（木）～月日（月）。　
　④対象：静岡県民。予約サイト：楽天トラベル、じ
ゃらん。クーポン配布期間・宿泊対象期間　令和３年

３月日（月）～４月日（水）。
　〈県内旅行代理店店舗における宿泊助成（対象：静
岡県民）〉。県内宿泊施設への宿泊者を対象に／以
内（最大円／人）を割引。
　⑤予約受付期間・宿泊対象期間　令和２年６月日
（月）～８月日（月）。
　⑥予約受付期間　令和２年９月日（金）～令和３
年１月８日（金）（※）、宿泊対象期間　令和２年月
１日（木）～令和３年１月８日（金）（※）。※当初１
月日までの実施予定であったが、国Ｇｏ　Ｔｏトラ
ベルの全国一斉停止に合わせ、月日～１月日に
おいて利用を一時停止し、１都３県を対象とした緊急
事態宣言の発出を受け、１月８日をもって事業中止。
　⑦予約受付期間　令和３年３月８日（月）～４月
日（水）。
　■問２
　〈インターネット予約サイトを活用した宿泊助成〉。
　問１①クーポン配布枚数１万枚、クーポン利用
枚数１万枚、人泊数２万人泊。
　②クーポン配布枚数１万枚、クーポン利用枚数
１万枚、人泊数３万人泊。
　③クーポン配布枚数４万枚、クーポン利用枚数３万
枚、人泊数８万人泊。
　④クーポン配布枚数２万枚、クーポン利用枚数１万
枚、人泊数集計中。④は、４月日現在（現在集
計中）。令和３年４月分も込みの数字となっている。
　〈県内旅行代理店店舗における宿泊助成〉。
　問１⑤計画人泊数２万人泊、人泊数１万人泊。
　⑥計画人泊数２万人泊、人泊数１万人泊。
　⑦計画人泊数３万人泊、人泊数２万人泊。⑦は、
４月日現在（現在集計中）。令和３年４月分も込み
の数字となっている。
　■問３
　独自の観光事業支援キャンペーンを行うための予算
を年度当初予算にて確保済み。国の「Ｇｏ　Ｔｏ
トラベル」事業、「地域観光事業支援」の実施状況お
よび新型コロナウイルス感染症の感染状況等を考慮
し、今後、事業内容を検討していく。
　■問４
　県民限定で、県内の宿泊施設への宿泊者や、県内の
観光施設・スポットに２カ所以上立ち寄った方を対象
に駿河湾フェリーの運賃を半額割引する事業を実施し
ている。
　他に、教育旅行を含む県内への団体旅行誘致のため
の助成事業を実施したほか、交通事業者や地域連携Ｄ
ＭＯ等による誘客・周遊を図る取り組みを支援するな
ど、県内における観光客の周遊を促進している。

　■問１
　１　県内旅行商品の割引。
　事業費８億万円。主に県民を対象とした県内旅
行商品を造成する旅行業者に対し、代金の２分の１相
当額（１人１回当たり最大１万円）を補助することに
より、割引を実施した。
　２　県内宿泊施設利用に対する割引。
　事業費３億万円。愛知県および近隣県（長野県
・岐阜県・静岡県・三重県）の県民が、インターネッ
ト旅行会社経由で県内宿泊施設を予約した場合に、国
の「Ｇｏ　Ｔｏトラベル事業」の割引に上乗せして、
宿泊代金の割引クーポンを発行した。
　■問２
　１　県内旅行商品の割引。実績額３億万円。
　２　県内宿泊施設利用に対する割引。実績額万
円。
　■問３
　１　県内旅行商品の割引。
　事業費６億万円。主に県民を対象とした県
内旅行商品を造成する旅行業者に対し、代金の２分の
１相当額（１人１回当たり最大１万円）を補助するこ
とにより、割引を実施する。
　２　県内宿泊施設利用に対する割引。
　事業費４億万円。愛知県および近隣県（長
野県・岐阜県・静岡県・三重県）の県民が、インター
ネット旅行会社経由で県内宿泊施設を予約した場合
に、国の「Ｇｏ　Ｔｏトラベル事業」の割引に上乗せ
して、宿泊代金の割引クーポンを発行する。
　■問４
　○観光事業者等への感染症対策の支援。
　事業費万円。感染症対策セミナーや感染症
対策の情報発信・ＰＲを実施する。

　■問１
　（１）宿泊キャンペーン。
　旅行会社、ＯＴＡを通じた県内、東海３県を対象と
した宿泊割引商品の販売および宿泊割引クーポンの発
行を実施。
　第１弾　令和２年６月日～９月日。県民対象。
１万円以上の宿泊で円の割引、他。
　第２弾　令和２年７月１日～月１日。東海３県民
対象（愛知・岐阜・三重）。１万円以上の宿泊で
円の割引、他。
　第３弾　令和２年９月日～月日。県民対象。
１万円以上の宿泊で円の割引（平日）。１万円以
上の宿泊で円の割引（土日祝日）、他。
　（２）「家族で県内修学旅行プラン」。
　県内の小中学生のいる家庭を対象に、岐阜県ならで
はの歴史文化や産業、自然を体験するプログラム等を
組み込み、家庭で学びながら県内を旅行してもらう
「家族で県内修学旅行プラン」の販売を実施（令和２
年月日～令和３年１月日）。
　（３）体験プログラムおよびアクティビティ等の割
引販売。
　県内在住者を対象に、体験予約サイトを活用した体
験プログラムやアクティビティ等の割引販売を実施
（令和２年８月日～令和３年２月日〈ただし、新
型コロナの感染拡大による緊急事態宣言等により１月
からは催行中止〉）。
　■問２

　（１）宿泊キャンペーン。
　合計約４万人泊の宿泊需要を創出。
　（２）「家族で県内修学旅行プラン」。
　合計約人が利用。
　（３）体験プログラムおよびアクティビティ等の割
引販売。
　合計約人が利用。
　■問３
　検討中（新型コロナの感染拡大状況を踏まえ決定）。
　■問４
　●地域の観光協会等が実施する感染防止対策のＰＲ
や、電子クーポンなど地域内での消費回復に資する取
り組みへの補助。
　●（参考：令和２年度）県の行動指針や業界団体の
ガイドラインに基づき県内宿泊施設が実施した新型コ
ロナウイルス感染症対策に要する施設整備経費への補
助。

　■問１
　１　みえ旅プレミアムキャンペーン。
　「スマホでみえ得キャンペーン」（＝スマホでアン
ケートに答えると施設ごとにプレゼントや割引を受け
られ、また県の特産品などが当たる抽選に応募できる）
特別企画として、県内協力宿泊施設に滞在し、同キャ
ンペーンに応募すると豪華プレゼントが当たる。
　２　体験促進キャンペーン。
　「アソビュー！」ＨＰからの申し込みで、県内体験
施設・体験プログラムの利用が全て半額。
　３　みえ周遊ドライブプラン。
　県内の高速道路が期間内乗り放題＋県内観光施設等
（カ所）で利用可能な商品券付き。
　４　あいち・ぎふ・みえ見にトリップ×戦トリップ。
　東海３県で連携したスタンプラリーを実施。応募者
には東海３県の特産品が当たる。
　５　みえ旅プレミアム旅行券。
　三重県内の宿泊施設の利用料金が１人１泊最大１万
円割引となるクーポンを３回に分けて発行。
　６　みえ得トラベルクーポン事業。
　三重県内の宿泊施設の利用料金が１人１泊最大
円割引となるクーポンを５回に分けて発行。
　７　県内旅行商品割引販売事業。
　３県（三重県、愛知県、岐阜県）の旅行代理店（Ｊ
ＡＴＡ）の窓口で三重県内での宿泊を含む旅行商品を
購入すると１泊１人当たり最大で円割引。
　８　もっと観光！みえ。
　３県（三重・愛知・岐阜県）に本店がある旅行会社
等（ＡＮＴＡ等）の窓口で三重県内での宿泊を含む旅
行商品を購入すると１泊１人当たり最大で円割
引。
　９　県内教育旅行促進支援事業。
　県内の小・中・高等学校等が県内で実施する教育旅
行の費用について、児童・生徒１人当たり～
円を支援。
　　鉄道事業者との連携事業。
　近隣府県からの誘客を図るため、鉄道事業者等と連
携し、旅行商品の企画・造成等を実施。
　　航空事業者との連携事業。
　遠隔地からの誘客を図るため、航空事業者と連携し、
旅行商品の企画・造成等を実施。
　■問２
　１　みえ旅プレミアムキャンペーン。
　件以上の応募あり。宿泊需要の喚起。
　２　体験促進キャンペーン。
　２万人以上が利用。県内観光地の周遊促進。
　３　みえ周遊ドライブプラン。
　１日件以上、４カ月で約件の販売実績。県内
観光地の周遊促進。
　４　あいち・ぎふ・みえ見にトリップ×戦トリップ。
　スタンプ設置施設の訪問者の増。東海３県内観光地
の周遊促進。
　５　みえ旅プレミアム旅行券。
　約４万枚を発行。宿泊需要の喚起、旅行需要の
平準化に寄与。
　６　みえ得トラベルクーポン事業。
　約８万枚を発行。宿泊需要の喚起、旅行需要の
平準化に寄与。
　７　県内旅行商品割引販売事業。
　約１万人泊の需要喚起。
　８　もっと観光！みえ。
　約１万人泊の需要喚起。
　９　県内教育旅行促進支援事業。
　約５万人の児童・生徒が利用。
　　鉄道事業者との連携事業。
　約１万人泊の需要喚起。
　　航空事業者との連携事業。
　北海道、東北、九州からの誘客を促進。
　■問３
　１　地域観光事業支援制度を活用した事業。
　国の地域観光事業支援制度を活用し、県民を対象と
した県内旅行（宿泊・日帰り）の促進および観光地に
おける消費促進を目的とする事業を実施予定。
　２　県内教育旅行促進支援事業。
　県内の小・中・高等学校等が県内で実施する教育旅
行の費用について、児童・生徒１人当たり～
円を支援。
　令和３年４月１日から受け付け開始。
　３　みえ旅プレミアムキャンペーン。
　現在準備中。
　４　体験促進キャンペーン。
　現在準備中。
　５　みえ周遊ドライブプラン。
　現在準備中。
　６　航空事業者との連携事業。
　現在準備中。
　■問４
　１　三重県内周遊促進支援補助金。
　新型コロナウイルス感染症の影響で大きな打撃を受
けた観光業を早期に回復させるため、バスを活用した
安全・安心して旅行ができる県民限定の県内周遊型旅
行の造成を行った旅行業者・バス事業者に対して補助
金を交付。
　実施年度年度。
　２　三重の観光ニューノーマル推進アドバイザー設

置事業。
　県内観光事業者に対して、感染対策の専門家の指導
のもとアドバイザーを派遣。
　観光事業者を集めたセミナーを開催（感染症対策の
テキストを配布し、説明を行った）。
　三重県観光連盟のサイト上で取り組み事例等を発
信。
　実施年度年度、年度。
　３　ニューノーマルに対応した観光地の環境整備事
業。
　観光推進団体（地域ＤＭＯなど）が主体となって取
り組む最先端技術を活用した３密の回避の取り組みや
感染症予防対策などを支援。
　【年度の取り組み】ＷＥＢ来店システムの導入。
小型モビリティの導入。ＡＩカメラを使った混雑状況
の見える化。
　実施年度年度、年度。
　４　Ｗｅｂを活用した人材育成支援。
　①「アフターコロナの新たな旅行ニーズへの対応」
をテーマとした研修。
　コロナ収束後のインバウンド誘致に向け、各分野の
有識者を講師に迎え、最新の知見を提供するセミナー
を受講者が随時質問可能な双方向のライブ配信にて実
施。
　②地域の観光人材のインバウンド対応能力強化研
修。
　観光庁の事業を活用し、全国通訳案内士を講師とし
て、県内観光事業者等のスタッフが訪日外国人旅行者
の受け入れ対応（語学、接遇）について学ぶ研修をオ
ンラインで実施。
　③デジタルマーケティング研修。
　県内観光関連事業者がコロナ収束後の反転攻勢に向
け必要となるデジタルマーケティング手法等の習得を
行うため、従業員が職場でも在宅でも受講できるＷｅ
ｂを活用したオンデマンド形式の研修を提供。
実施年度年度。


